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取扱説明書

ご使用になる前に必ず取扱説明書をお読みになり、正しく安全にお使いください。
当社ホームページ（http://www.iriver.jp/support/) からも取扱説明書をダウンロードするこ
とができます。
お読みになった後も、いつでも見れる場所に大切に保管してください。
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商標と著作権
①本書の内容の一部または全部を無断で転載する事を禁じます。
②本書の内容および含まれている情報は、予告なく変更される事があります。
③本書の内容には万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどがございましたら、弊社サポートセンター 
 までご連絡ください。
④当社では、本製品を運用した結果の影響につきましては、③項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。
⑤本書内で指示されている内容には、必ず従ってください。本書に記載されている内容を無視した行為や誤った操作によっ 
 て生じた障害および損害については、保証期間内であっても責任を負い　かねますのでご了承ください。
・ Microsoft、Windows Media および Windows のロゴは米国およびその他の国における Microsoft Corporation 
 の商標または登録商標です。

はじめに
この度は N15 をお買い上げいただきありがとうございます。この「取扱説明書」では製品の操作方法と機能についてご紹
介しています。正しく安全にお使いいただくため、ご使用前に必ず「安全上のご注意」および「取扱説明書」の内容をよく
お読みください。
※お買い上げ後初めて使用する場合、長時間使用しなかった場合は必ず充電してご使用ください。

注意
・ 本製品で記録したものを私的な目的以外で、著作権者およびほかの権利者の承諾を得ずに複製、配布、配信することは著 
 作権法および国際条約の規定により禁止されています。
・ 本製品でのご使用により生じたその他の機器やソフトの損害に対し、当社では一切の責任を負えませんのであらかじめご 
 了承ください。
・ 本製品およびパソコンの不具合により音楽データが破損、または消去された場合のデータ内容の補償はご容赦ください。
・ 記載の外観、および仕様は、改善等のため予告なく変更される場合があります。

ユーザー登録でさらに安心！http://www.iriver.jp/support/
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安全上のご注意
ご使用の前に、この「取扱説明書」をよくお読みになり、正しくお使いください。お読みになった後は、いつでも見
れる場所に保証書と共に大切に保管してください。
この「安全上のご注意」は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然
に防止するため、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示して
います。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害のみ
の発生が想定される内容を示しています。

記号は禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が
描かれています。

●記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグ
をコンセントから抜け）が描かれています。

△記号は注意を促す内容があることを告げるものです。図の中に具体的な注意内容（左図の場合は指をはさまれな
いように注意）が描かれています。 * ACアダプターと記載されている部分は、別売りのACアダプターをご使用した場合となります。

  USBケーブルで充電をしている場合は、USBケーブルをパソコンから抜いてください。

　警　告

●万一、煙が出ている、変なにおいや音がするなどの異常状態のまま使用すると、火災・感電の原因となり
ます。すぐに機器本体の電源スイッチを切り、ACアダプターをご使用の際は、ACアダプターをコンセン
トから抜いてください。煙が出なくなるのを確認してサポートセンターに修理をご依頼ください。

●万一内部に水などが入った場合は、まず機器本体の電源スイッチを切り、ACアダプターをご使用の際は、
ACアダプターをコンセントから抜いてサポートセンターにご連絡ください。そのまま使用すると火災・
感電の原因となります。

●万一機器の内部に異物が入った場合は、まず機器本体の電源スイッチを切り、ACアダプターをご使用の
際は、ACアダプターをコンセントから抜いてサポートセンターにご連絡ください。そのまま使用すると
火災・感電の原因となります。

電源プラグを
コンセントか
ら抜け

●風呂場・シャワー室では使用しないでください。火災・感電の原因となります。

水場での使用
禁止

●雷が鳴り出したら、ACアダプターをご使用の際は、ACアダプターには触れないでください。感電の原因
となります。

接触禁止
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　警　告

●この機器に水が入ったり、ぬらさないようにご注意ください。火災・故障・感電の原因となります。雨天、
降雪中、海岸、水辺での使用は特にご注意ください。

水濡れ禁止

●万一、この機器を落したり、キャビネットを破損した場合は、機器本体の電源スイッチを切り、ACアダプ
ターをご使用の際は、ACアダプターをコンセントから抜いてサポートセンターにご連絡ください。そのま
ま使用すると火災・感電の原因となります。

電源プラグを
コンセントか
ら抜け

●この機器の内部に金属類や燃えやすいものなどを差し込んだり、落し込んだりしないでください。火災・感
電の原因となります。特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。

●この機器の上や近くに花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入った容器や小さな金属物を置か
ないでください。こぼれて中に入った場合、火災・感電の原因となります。

●この機器の上に重い物を置かないでください。破損した場合、火災・故障の原因となります。

●この機器のキャビネットは絶対外さないでください。感電の原因となります。内部の点検・整備・修理はサ
ポートセンターにご依頼ください。

●この機器を改造しないでください。火災・感電の原因となります。
分解禁止

* ACアダプターと記載されている部分は、別売りのACアダプターをご使用した場合となります。
  USBケーブルで充電をしている場合は、USBケーブルをパソコンから抜いてください。

　注　意

●調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気が当たるような場所に置かないでください。火災・故障・感電の原因
となることがあります。

●ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かないでください。落ちたり、倒れたりしてけがの原因
となることがあります。

●窓を閉めきった自動車の中や直射日光が当たる場所など異常に温度が高くなる場所に放置しないでくださ
い。キャビネットや部品に悪い影響を与え、火災の原因となることがあります。

●湿気やほこりの多い場所に置かないでください。火災・故障・感電の原因となることがあります。

●再生する前には、音量（ボリューム）を最小にしてください。突然大きな音がでて聴力障害などの原因とな
ることがあります。

●自動車やバイク、自転車の運転中は、イヤホンでのご使用はおやめください。運転の妨げとなり、違法とな
る場合があります。

●大音量で長時間音楽を聴き続けると、聴力に支障をきたす場合がありますのでご注意ください。万一、耳鳴
がする場合にはご使用を中断してください。

●カバンやポケットに入れて、持ち運ぶ際、液晶画面や外装が破損する場合がございます。ご注意ください。
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はじめに MUSIC FM REC FILE SET

ご使用前に確認していただきたいこと

付属品の確認　　パッケージの内容は予告なく変更される場合があり、図とは異なる場合があります。

各部の名称

本体

N15

N15本体

クイックスタートガイド/保証書

USBケーブル

取扱説明書（本書）
MIC

N
1
5 O

P
E
N

+

-

RESET

マイク

リセット

USBポート

キャップ

画面

左  ：前のメニューへ/戻る

上  ：上へ

下  ：下へ

右  ：サブメニュー/決定

音量＋

音量－ 電源 OPENボタン

* 本書の文章中に出てくる     ボタンは、製品を上記の様にN15と表示されている部分を左側にして説明しています。

* 実際の     ボタンの位置に印刷などの表記はありませんが、ボタンの位置にタッチすると LEDが点灯します。
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はじめに MUSIC FM REC FILE SET

3

はじめに MUSIC FM REC FILE SET

電源を入れるとメイン画面が表示されます。

時刻

メイン画面 各画面

P
M

再生モード

バッテリ残量

経過時間

曲名

ステイタスバー

チャンネル
プリセットの
オン/オフ

受信中の周波数 周波数の
インジケータ

録音時間

録音しているファイル名
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はじめに MUSIC FM REC FILE SET

電源のオン／オフ
■ 電源のオン
 ボタンを押すと電源が入ります。

■ 電源のオフ
再度  ボタンを 2～3 秒押すと電源が切れます。

メニューの切り替え
① 電源を入れると、メイン画面（時刻）が表示されます。
＊ 各メニューを選択または設定中にメイン画面に戻る時は、  （左）を長押しします。

②  （上）/ （下）でメニュー画面を切り替え、  （右）で選択します。

基本操作

＊本製品はバッテリーの消耗を防ぐため、自動電源オフ機能があります。P.26の ｢SET｣ → ｢ タイマー ｣→ ｢ 自動電源オフ ｣をご覧
ください。

＊画面表示言語について         
工場出荷時の設定によっては、画面表示が英語などの他国語に設定されている場合がありますので、日本語設定にしてください。
P.28の ｢SET｣ → ｢ 言語 ｣→ ｢メニュー言語 ｣および ｢国 ｣をご覧ください。

ホールド機能とリセット機能

■ホールド機能
誤操作を防ぐため、画面操作をロックモードにすることが
できます。

① 操作中に  ボタンを押すと画面がロックモードにな    
 ります。
  ＊数秒間操作をしないときもロックモードになります。

②  ボタンを押すか     を約2秒間押すとロック     
 モードが解除されます。

■リセット機能
N15が正常に動かなくなった場合に、強制的に再起動す
ることができます。

①クリップなど先の尖っていないものをリセット穴に挿
し込みます。

＊リセットを行っても日付／時刻の設定や内部メモリのデータ
は削除されません。

＊リセットを行うと電源がオフになります。

OPEN

R
E

S
E

TOPEN

OPEN
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はじめに MUSIC FM REC FILE SET

接続・充電
初めに充電をしてからお使いください。充電は付属のUSBケーブルを使ってN15とパソコンを接続して行います。

N15とパソコンを接続する

① パソコンの電源を入れて起動します。
② 本体の背面にあるOPENボタンを押してキャップを外し、付属のUSBケーブルを使用し、N15をパソコンと接続

します。

充電について

 パソコン側と正しく接続されると画面に「USBを接続中です／USB Connected」と表示され、充電と下記の操
作ができます。
　接続中は下記の2つの接続方法を選ぶことができます。

充電＆データ転送
Power&Data

充電をしながらN15へファイル転送をします。N15の操作はできません。

充電専用
Power Only

充電のみ

     ＊ 表示が消える前に接続方法を選択しないと自動的に“充電&データ転送”が選択されます。

充電に関する注意事項
・付属のUSBケーブル以外のケーブルは使用しないでください。誤動作の原因となります。
・ USBケーブルは、パソコン本体のUSBポート（2.0 規格）に直接接続してください。USBハブや周辺機器付属の       
 USB端子を使用した場合、十分な充電ができない場合があります。
・ パソコンがスタンバイモードに移行すると、N15の充電が行われないことがあります。
・ 室内で充電を行ってください。室外など極端に温度が高いまたは低い場所では、充電が正常に行われない場合があります。
・ 約 3時間で充電完了します。N15 を使用しながらの充電は、さらに時間を要する場合があります。

R
E

S
E

TOPEN

OPEN
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はじめに MUSIC FM REC FILE SET

N15をパソコンから取り外す

① パソコンのタスクバーのアイコンをクリックし、「ハードウ
ウェアの安全な取り外し」を使用してN15を取り外します。

②「USB大容量記憶装置デバイス－ドライブを安全に取り外します」をクリックします。

③ N15とUSBケーブルを取り外します。

＊ タスクバー上のアイコンは、オペレーティングシステムによっては表示されない場合があります。隠れているアイコンを表示する 
    には、「<」をクリックします。
＊ Windows Explorer などのアプリケーションが実行されている間は、「ハードウェアの安全な取り外し」が実行できない場合があ 
   ります。すべてのアプリケーションを終了してから「ハードウェアの安全な取り外し」を実行してください。
＊ 「ハードウェアの安全な取り外し」が正しく実行できない場合は、数分後に再実行してください。「ハードウエアの安全な取り外し」 
    を使用しないで取り外した場合は、メモリの情報が消失されることがあります。
＊ ｢ 充電専用 ｣を使用している場合は、「ハードウェアの安全な取り外し」アイコンが表示されません。そのままN15を取り外して 
    ください。

リムーバブルディスクとして使用する
N15は、パソコンの ｢コンピュータ ｣（または ｢マイコンピュータ ｣）にリムーバブルディスクとして表示される「N15」
内のデータフォルダに、各種データファイルの保存や削除、フォルダの作成などができます。容量の大きいデータファイルを
持ち運ぶときなどにご利用ください。

ファイルの保存／コピー／削除 
① 付属のUSBケーブルでN15とパソコンを接続します。
② N15がパソコンにリムーバブルディスクとして表示されます。
③ リームバブルディスク内の各フォルダにファイルやフォルダをドラッグ＆ドロップでコピーします。
音楽 N15→Musicフォルダ

④  リームバブルディスク内にファイルやフォルダをドラッグ＆ドロップでコピーします。
⑤  削除する場合は、削除したいファイルを選択し、右クリックで表示される「削除」を選択します。

ファイルのコピー／削除の注意事項  
・N15から削除したファイルはごみ箱に残らず、すぐに消去されます。
・ファイルコピー中は、電源をオフにしたり、USBケーブルを外したりしないでください。ファイルの消滅や故障の原因
  となります。
・iriver plus 3 を使って保存することをお勧めします。
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はじめに MUSIC FM REC FILE SET

音楽を聴く
準備   音楽ファイルは iriver plus 3 を使用して、パソコンからN15へ転送します。

    ＊可逆圧縮WMAには対応しておりません。

音楽を再生する メニュー［MUSIC］  

①メニューから選曲方法を  （上） （下） で選択し、  （右）を押します。
ディレクトリリスト [Music] フォルダ内のフォルダごとに表示 
すべて すべての曲のタイトル
アルバム アルバム名→曲のタイトル
アーティスト アーティスト名→曲のタイトル
ジャンル ジャンル名→曲のタイトル
自分の評価 ［順位設定］で設定した評価ごとの曲の一覧（P.13の［順位設定］をご覧ください）
マイプレイリスト iriver plus 3 で作成したプレイリスト

＊メイン画面表示中に  を長押しすると、最後に再生された音楽ファイルが再生されます。 
＊ [Music] フォルダ以外の音楽ファイルを再生するには、ファイルマネージャーから再生してください。
＊対応ファイル形式：MP３（8～320kbps），WMA（8～320kbps），WAV，APE，FLAC
＊連続再生時間：約12時間（128Kbps、MP3、ボリューム 20、EQ Normal、画面オフの場合）

② 再生する音楽ファイルまたはプレイリストを   で選択し、  を押します。

■再生中の基本操作

■再生画面に戻る
再生中に他の楽曲を探したり、サブメニューで設定をした後などに再生画面に戻る場合は  （左）を押します。

＊音量は再生中、音量ボタンで調整できます。

N15
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はじめに MUSIC FM REC FILE SET

サブメニュー 音楽再生中に  長押し

■再生画面でのサブメニュー

再生モード
音楽の再生モードを設定します。

画面表示
通常再生 対象の曲を続けて再生 （なし）

1曲リピート 1曲を繰り返し再生

リピート 対象の曲を繰り返し再生

シャッフル ランダムな順番で再生

シャッフル＋リピート ランダムな順番で繰り返し再生

EQ選択
再生される音質を設定できます。設定したEQは画面に表示されます。
IESE iriver Flow：高級ヘッドフォン /スピーカーのような広がりと深みの有る高音質

iriver Concert：ライブ /コンサートホールのような生き生きとした音質
iriver Deep：RTF（空間伝達機能）に基づいたステレオの様な奥行きのある音質
iriver Broad：低音強化効果と音質強化機能を補強した力強い音質

Normal 癖のない標準的な設定
Rock ロックに適した、ボーカルを強調する
Pop やや重低音を増強しリズムパートを強調
Classic クラシック音楽に適した設定
Jazz ピアノの音を美しく、透明感ある音質

フェードイン         
小さい音量で再生を開始し、徐々に音量が大きくするように設定できます。再生したときに突然の大音量を防ぐことができ
ます。［オン /オフ］

順位設定
楽曲に自分の評価を、★の数（★～★★★★★）で設定します。

検索速度
早送り／巻き戻しの速度を設定します。
［2X（2倍速）/4X（4倍速）/8X（8倍速）/16X（16速）/32X（32倍速）］

歌詞表示
音楽ファイルに歌詞情報がある場合のみ、歌詞表示します。［オン /オフ］
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FM放送を聴く
準備  受信する放送局をあらかじめ登録（プリセット）しておくことができます。    

  ＊P.16｢ よく聴く放送局を登録する（プリセット）｣をご覧ください。

＊ FM放送を受信するには、放送局をあらかじめ登録しておき、その中から選局する方法（プリセットモード）と、周波数を手動で合
わせて選局する方法があります。

＊ 日本国内で FM放送を受信するには、サブメニューの［FM地域設定］で［日本］を選択します。P.20の［FM地域設定］をご覧
ください。

FM放送を受信する メニュー［FM］  

＊ N15はイヤホンコードをアンテナとして使用します。受信状態を良くするためにイヤホンコードをなるべく長く伸ばしてお聴きく
ださい。

＊ ステレオ受信している場合でもノイズが入る場合には、受信環境を変えてお試しください。

■手動での選局
①   を押して、プリセットモードを解除します。
プリセットモード あらかじめ登録した放送局から選ぶ（ P が点灯）
プリセット解除 手動で周波数を合わせる（ Pが消灯）

②   を押して、放送局の周波数に合わせます。
＊   を短く押して放すと、周波数を0.1MHz ずつ変更します。
 　   を長押しすると、受信可能な放送が見つかるまで、自動的に周波数を変更しつづけます。

@ @ @

@ @ @@

@ @ @@

■プリセットモードでの選局
①   を押を押して、プリセットモードを選択します。
②   を押して、プリセットした放送局の中から選びます。
＊   を押すごとに、プリセットした放送局を切り替えます。

■受信中の基本操作
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よく聴く放送局を登録する（プリセット）
プリセットには最大20局まで登録できます。

■自動でプリセットを登録する（オートプリセット） FM放送受信中  長押し、［オートプリセット］

 FM放送の全周波数を検索して、受信できた放送を順次プリセットに登録します。
①  FM放送の受信中に、  を長押ししてサブメニューを表示します。
② サブメニューの［オートプリセット］を選択して   を押します。
 オートプリセットが開始されます。
＊オートプリセット中に   を押すと中断します。

③ オートプリセットが終了すると、サブメニュー画面に戻ります。

■手動でプリセットを登録する FM 放送受信中  長押し、［プリセット登録］

① プリセットモードになっている場合には、   を押して解除します。
＊プリセットモードを解除すると、「 P 」の表示が消灯します。

② 登録したい放送局を受信してから、  を長押ししてサブメニューを表示します。
③ サブメニューの［プリセット登録］を選択して   を押します。

④ 表示されるプリセットチャンネル一覧から、   で登録したいチャンネルを選択し、   を押します。
⑤ 選択したプリセットチャンネルに、受信中の放送局が登録されます。

FM放送を録音する FM 放送受信中  長押し、［録音］

①  FM放送の受信中に、  を長押ししてサブメニューを表示します。
② サブメニューの［録音］を選択して   を押して録音を開始します。
＊録音を開始すると、録音ファイルが自動的に作成されます。
 保存したファイルは次のような形式のファイル名で保存されます。
 TUNERYYMMDDXXX.WMA（YY：年、MM：月、DD：日、XXX：保存番号）となります。
 ファイル名は録音終了後に変更可能です。P.23の［録音する］→ ｢録音したファイルの名前を編集する ｣をご覧ください。
＊録音中は音量の調整ができません。
＊メモリの空き容量が少なくなると、録音は自動的に止まります。

③ 録音中に  を押すと録音が終了し、録音されたファイルが保存されます。
④ 録音中に  を押すと、“録音を保存しますか？”とメッセージが表示されますので、終了して保存する場合は“はい”、

録音を続ける場合は“いいえ”を選択します。
＊録音したファイルは［ファイルマネージャー］の［Recordings］→［FM Radio］に保存されます。
＊録音したファイルの再生／削除は、P.24の［ファイルマネージャー］をご覧ください。

・録音時使用環境によってはノイズが入ることがあります。
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FM放送を予約録音する FM 放送受信中  長押し、［予約録音］

①   FM放送の受信中に、  を長押ししてサブメニューを表示します。
② サブメニューの［予約録音］を選択して、  を押します。
③ 予約録音の詳細を設定します。
＊設定内容は、P.20  の［予約録音］をご覧ください。
＊録音が開始されると、録音ファイルが自動的に作成されます。
 保存したファイルは次のような形式のファイル名で保存されます。
 TUNERYYMMDDXXX.WMA（YY：年、MM：月、DD：日、XXX：保存番号）となります。
 ファイル名は録音終了後に変更可能です。P.23の［録音する］→ ｢録音したファイルの名前を編集する ｣をご覧ください。
＊録音中は音量の調整ができません。
＊メモリの空き容量が少なくなると、録音は自動的に止まります。

④ 予約時間になると“Start FM Recording?”のメッセージが表示されますので、録音を開始する場合は“はい”、
録音しない場合は“いいえ”を選択します。

⑤ 録音中に  または  を押すと“録音を保存しますか？”とメッセージが表示されますので、終了して保存する場合
は“はい”、録音を続ける場合は“いいえ”を選択します。

 ＊録音したファイルは［ファイルマネージャー］の［Recordings］→［FM Radio］に保存されます。
＊録音したファイルの再生／削除は、P.24の［ファイルマネージャー］をご覧ください。

・録音時使用環境によってはノイズが入ることがあります。

サブメニュー FM 放送受信中  長押し

録音
受信中の放送を録音します。P.17の「FM放送を録音する」をご覧ください。

FM録音リスト
録音されたファイルのリストを表示します。

プリセット登録 /削除
登録：受信中の周波数をプリセットチャンネルに登録します。P.16の ｢手動でプリセットを登録する ｣をご覧ください。
削除：受信中のプリセットチャンネルを削除します。

オートプリセット
チャンネルを自動的にスキャンして登録します。P.16の ｢自動でプリセットを登録する ｣をご覧ください。

プリセットリスト
保存されているプリセットチャンネルのリストを表示します。
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予約録音
FM放送の予約録音を設定します。P.18の ｢FM放送を予約録音する ｣をご覧ください。

予約オン /オフ 予約録音のオン /オフを設定

チャンネル選択 録音する周波数を設定

開始時刻 録音開始時間を入力

録音時間 10～ 180分（10分刻み）

録音周期 1回 /毎日 /月曜日 /火曜日 /水曜日 /木曜日 /金曜日 /土曜日 /日曜日

FM地域設定
韓国・アメリカ／日本／ヨーロッパを切り替えます。

録音する
N15の録音機能は内蔵マイクで行います。

音声を録音する メニュー［REC］  

① メニューの［REC］を選択して  を押します。
② 画面に「待機中」が表示されたら  を押して録音を開始します。
 ＊録音した音声は、モノラルになります。
 ＊録音中は音量の調整ができません。
  ＊保存したファイルは次のような形式のファイル名で保存されます。
     VOICEYYMMDDXXX.WMA（YY：年、MM：月、DD：日、XXX：保存番号）となります。   
＊メモリの空き容量が少なくなると、録音は自動的に停止します。

 ③ 録音中に  を押すと録音が終了し、録音されたファイルが保存されます。
④ 録音中に  を押すと、“録音を保存しますか？”とメッセージが表示されますので、終了して保存する場合は“はい”、

録音を続ける場合は“いいえ”を選択します。
 ＊録音したファイルは［ファイルマネージャー］の［Recordings］→［Voice］に保存されます。
 ＊録音したファイルの再生／削除は、P.24の［ファイルマネージャー］をご覧ください。
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サブメニュー 録音スタンバイ中に  長押し

■録音スタンバイ状態のときのサブメニュー 
録音ファイル
録音したファイルを選択し、再生できます。

音声認識
音が探知されたときのみ、音声を録音します。［オン /オフ］

録音したファイルの名前を編集する 
■ 録音した音声ファイルのファイル名を変更する
① N15 をパソコンに接続し、パソコンの ｢コンピュータ ｣（または ｢マイ コンピュータ ｣）に表示されるN15の
「Recordings」フォルダ内の該当フォルダを表示します。フォルダ構成は右下を参照ください。

② 名前を変更したいファイルを選択し、右クリックから「名前の変更」で変更します。
＊ 音声ファイルを別のフォルダ（例：｢Music｣ フォルダ）に移動することもできます。

録音したファイルを保存する

■ 録音した音声ファイルのファイルをパソコンに保存する
① N15 をパソコンに接続し、｢マイ コンピュータ｣から N15 の「Recordings」

フォルダ内の該当フォルダを表示します。
② 保存したい録音ファイルを、パソコン上の好きな場所にドラッグします。

ファイルがパソコンに保存されます。
＊ 元のファイルは N15 に残りますので、不要であれば削除してください。

［Recordings］フォルダの構成
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ファイルマネージャー
N15に保存されたすべてのファイルを直接選択して表示・再生できます。

ファイルを表示・再生する メニュー［FILE］  

① メニュー［FILE（ファイルマネージャー）］を選択して  を押します。
②   で表示・再生したいファイルが保存されているフォルダを選択し、  を押します。
③ 表示・再生したいファイルを選択したら、  を押します。
 ＊ N15で表示・再生できない形式のファイルは、ファイル名を見ることだけが可能です。

保存したファイルを削除する メニュー［FILE］  

N15に保存されたファイルは下記の方法で削除することができます。
① メニュー［FILE（ファイルマネージャー）］を選択して  を押します。
②   で削除したいファイルが保存されているフォルダを選択し、  を押します。
③  で削除するファイルを選択し、  を長押しします。
④ 確認のメッセージが表示されたら「はい」を選択し  を押します。
 ＊再生中のファイル削除はできません。

削除に関する注意
.BIN .SYS .DRM などで終わる名称のファイルは、N15 の動作に必要なファイルです。ご自身でコピーしたファイル以
外は、間違って削除しないようご注意ください。

 

設定する
N15の各種機能を用途に合わせて設定できます。

現在時刻設定 メニュー［SET］  →［現在時刻設定］

① メニューで ［SET］を選択して、  を押します。
＊設定メニューの項目が表示されます。

② ［現在時刻設定］を選択して、  を押します。
＊日付・時刻設定画面が表示されます。

③ 「月」が選択されている状態で   を押して月を設定したら、  を押し、項目を「日」に移動して、   を押し
て日を設定します。

 以下同様にして、年、時、分を設定します。

画面 メニュー［SET］  →［画面］

バックライト
何も操作せずに設定した時間が経過すると、自動的にバックライトが消灯する時間を設定します。
[5秒／10秒／1分／5分／30分 ]
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明るさ
画面の明るさを設定します。［低（暗い）/中（標準）/高（明るい）］

タイマー メニュー［SET］  →［タイマー］

自動電源オフ
何も操作せずに設定した時間が経過すると、自動で電源をオフにする設定をします。
［オフ／30秒／1分／3分／5分／10分］

スリープタイマー
設定した時間が経過すると、自動で電源をオフにする設定をします。
［オフ／10分／30分／1時間／2時間／5時間］

拡張設定 メニュー ［SET］  →［拡張設定］

DB再作成
N15内のファイル情報データベースを再構築します。［はい／いいえ］

デバイスフォーマット（初期化）
N15に保存されているすべてのデータを消去します。［はい／いいえ］
＊必要なとき以外は実行しないでください。
＊初期化が完了するまでN15の電源を切らないでください。
＊お使いのパソコンのOSによってフォーマット後のメモリ容量が変わることがあります。

システム情報
N15のファームウェア情報、空き容量を表示します。

設定の初期化
すべての設定を工場出荷時の状態に戻します。［はい／いいえ］
＊この操作を行っても、保存された音楽ファイルなどのデータは削除されません。
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言語 メニュー［SET］  →［言語］

メニュー言語
メニュー表示などに使用する言語を設定します。
＊日本語他18ヶ国語から設定が可能です。
＊日本語表示に設定されていない場合は、［日本語］を選択し  で設定してください。

国
タグ表示の言語を設定します。
＊日本語他40ヶ国語から設定が可能です。
＊日本語表示に設定されていない場合は、［日本語］を選択し  で設定してください。
＊日本語に設定されていない状態で楽曲を転送すると、文字化けする場合があります。

iriver plus 3 を使用する
 iriver plus 3 をインストールする 

iriver plus 3 は、様々なマルチメディアファイルを効率的に扱えるソフトウェアです。お持ちのパソコンからN15 へ、音楽
ファイルの転送を簡単に行うことができます。

① iriver ホームページ (http://www.iriver.jp/support/) から iriver plus 3 をダウンロードして実行すると、ソフ 
    トウェアのインストールガイド画面が表示されます。
    * ソフトウェアのダウンロードは、ユーザー登録後に行えるようになります。
② 指示に従ってインストールを行ってください。

■動作環境
・Windows® 2000/XP
-CPU： Intel® Pentium® ll 233 MHz 以上 -メモリ： 64 MB 以上
- ハードディスク容量： 30 MB 以上の空き容量 -16 ビット サウンドカード
-Microsoft Internet Explorer version 6.0 以降 - 表示：SVGA (1024x768 ピクセル ) 以上の解像度 
・Windows® Vista (Windows® Vista は 32 ビット版のみ対応 )
-CPU： Intel® Pentium® ll 800MHz 以上 -メモリ： 512 MB 以上
- ハードディスク容量： 20GB 以上の空き容量 -16 ビット サウンドカード
-Microsoft Internet Explorer version 6.0 以降 - 表示：SVGA (1024x768 ピクセル ) 以上の解像度

ご使用にあたって



30 31

iriver plus3 のライブラリに楽曲を登録する 
■オーディオCDから音楽ファイルを作成する
オーディオCDのファイルを iriver plus 3 のライブラリへ録音します。CDから録音した音楽ファイルはパソコンのハード
ディスクへ保存されますので、CDを取り出した後でも音楽を再生することが可能になります。
＊  CDを再生中は［CDから録音］ができません。「再生を停止しますか？」というメッセージが出たら「はい」をクリックしてくだ
さい。

① iriver plus 3 を起動させます。
    ＊初めて iriver plus 3 を起動させると、メディアの追加ウィザードが開始されます。

② オーディオCDをパソコンのCD-ROMドライブにセットします。
③ 画面左下の「CD録音」をクリックした後、「リスト表示」をクリックします。

④ 曲情報を取得します。
CDトラックの楽曲情報が自動で表示されない場合は、画面右下の「CD情報検索」ボタンをクリックし、AMGからCDの
情報を取得します。インターネットのAMG CDDB（CDデータベース）から音楽情報を検索して取得できます。
＊この機能を使用するには、お使いのパソコンがインターネットに接続されている必要があります。
＊AMGのデータベースに該当のCDの情報がない場合、曲情報は取得されません。

⑤ 録音したい曲を選びます。
 録音したい曲にチェックマークを入れます。
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⑥ 「リッピング開始」ボタンをクリックします。

＊録音中はそれぞれのトラックに録音経過状態が表示されます。
＊録音を中止するときは「リッピング中止」ボタンをクリックします。

⑦ チェックを入れた楽曲のステータスが「終了」になったのを確認して、「リストを閉じる」ボタンをクリックします。

＊録音された音楽はライブラリの「すべての音楽」に追加されます。
＊ 録音された音楽は、Windows Vista の［ドキュメント］（XPの場合は［マイドキュメント］）フォルダ内の、［ミュージック］/［My 
Music］などのフォルダに保存され、CDなしでも音楽を再生できます。

音楽ファイルをライブラリに追加する

■ライブラリの音楽ファイルについて
iriver plus 3 のライブラリリストには、オーディオCDから取り込んだ音楽、インターネットからダウンロードした音楽、
パソコンにすでに保存されている音楽を追加できます。
音楽ファイルをライブラリに追加すると、iriver plus 3 で再生したり、特定の曲だけを集めたプレイリストを作成して簡単
に便利に音楽ファイルの管理や編集ができます。

■パソコンのハードディスクとライブラリリスト
ライブラリリストに音楽ファイルを追加すると、iriver plus 3 で活用できるデータベースとして登録されたことを意味し、
音楽ファイル自体が iriver plus 3 内に保存されるわけではありません。音楽ファイル自体はパソコンのハードディスク内に
保存された状態のままです。
ハードディスク内でファイルを移動、削除、ファイル名の変更をした場合、iriver plus 3 はこれらのファイルの検出、転送
ができなくなります。そのため、もう一度ライブラリリストに追加することが必要になります。
＊ 検出されなかったファイルは  マークが表示されます。
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パソコンに保存されている音楽ファイルをリストに追加する
① 「ファイル」－「メディア追加」を選択します。

② 保存先から追加したいファイルやフォルダを選びます。
 1. ウィンドウの左側からファイルが保存されているフォルダを選択します。
 2. 選択したフォルダ内のデータは右側のウィンドウに表示されます。追加したいファイルやフォルダを選び、「追加」ボタ 
    ンをクリックします。
  ＊ 複数のファイルやフォルダを選択したい場合はキーボードの「Ctrl」を押しながらフォルダをクリックします。

次へ
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音楽ファイルをN15へ転送する

メディアウィンドウのライブラリリストにある音楽ファイル等をN15に転送します。

転送時の注意
N15の空き容量が不足していると、転送が中断されます。ご注意ください。

① N15とパソコンを付属のUSBケーブルで接続します。
② リストから転送したいファイルを選択します。
 複数のファイルやフォルダを選択するときは［Ctrl］キーや［Shift］キーを押しながらファイルを選択していきます。

③ 選択したファイルをN15側のウィンドウにドラッグ&ドロップする
か、     ボタンを押します。

 ＊転送ボタンを押しても転送が可能です。
 ＊  Shift キー：連続した複数の項目を一気に選択するときは、Shift キーを押

しながら最初と最後の項を選択します。
 ＊  Ctrl キー：連続しない複数の項目を選択するときは、Ctrl キーを押しながら

一つずつ選択します。
 ＊ フォルダを分けたい場合は、最初にフォルダを作成し、そこへドラッグ＆ド

ロップします。
 ＊転送の状況はステータスバーに表示されます。
 ＊ 転送が完了したら、音楽ファイル等は プレーヤー側のウィンドウに表示されます。
 ＊  511文字（パス名とファイル名を合わせた半角英数字）を超えるファイルは転送できません。

N15の音楽ファイル・プレイリストを削除する

① 右クリックで「削除」を選択します。
  選んだファイル（またはプレイリスト）上で右クリックをし、［削除］を選択します。

　

② 確認画面が表示されたら、「はい」をクリックします。
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ファームウェアアップグレード

ファームウェアとは？ 
ファームウェアとは、N15を動かすための基本ソフトウェアです。iriver 社では、N15に新機能を追加したり、使いやす
さを向上させるため、ファームウェアアップグレードを提供します。
アップグレードの方法につきましては、｢アイリバーサポートセンター ｣（P.45) にてご確認ください。

バージョンの確認  メインメニュー［SET］ ▼［拡張設定］ ▼［システム情報］

お使いのN15のファームウェアのバージョンは、［SET］メニューの［拡張設定］→［システム情報］で確認することがで
きます。

故障かなと思ったら

状況 原因 解決方法
電源がオンにならない バッテリが不足している USBケーブルでパソコンと接続し、充電してください。

N15がシステムエラー状
態

本体左側面のリセット穴にクリップなど先の尖っていないものを挿し込
んで、リセットしてください。

接続しても充電されない USBケーブルの接続不良 USBケーブルが正しく接続されているか確認してください。
USBハブを使用している場合は、パソコンのUSB端子に直接接続して
ください。

音が聞こえない 音量が0になっている 本体上面のボリュームボタンを押して、正しい音量に変更してください。
音楽ファイルの破損 他の音楽ファイルでも音が出るか確認してください。特定のファイルだ

け音が出ない場合は、CDから作成し直す、バックアップと入れ替える
などを試してください。

ボタンが操作できない ホールド機能がロック状
態になっている

  ボタンを押すか     ボタンを約2秒間押して解除してくださ
い。

音楽ファイルの再生中に雑音が
する

音楽ファイルの破損 他の音楽ファイルでも同じ雑音が出るか確認してください。特定のファ
イルだけで雑音が出る場合は、CDから作成し直す、バックアップと入
れ替えるなどを試してください。

ファイルの転送に失敗する USBケーブルの接続不良 USBケーブルが正しく接続されているか確認してください。
USBハブを使用している場合は、パソコンのUSB端子に直接接続して
ください。
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状況 原因 解決方法
画面に文字が表示されない。も
しくは正しく文字が表示されな
い

言語設定が正しくない [SET]-[ 言語 ] で、お使いの言語を選択してください。　

FM放送の受信状態が悪く、雑
音がひどい

イヤホンコードの向きが
悪い

プレーヤーとイヤホンの位置を調整してください。

周囲で雑音が発生してい
る

周辺にある電気製品の電源をオフにしてみてください。

音声が録音できない 空き容量が不足している 不要なファイルを削除してください。
バッテリが不足している 充電してください。

液晶画面がたびたび消える 自動電源オフ機能が設定
されている

自動電源オフの設定をお好みの時間に設定し直してください。

製品仕様
モデル N15
主な機能 再生・視聴 音楽 /FMラジオ /録音（FM/ボイス）

分類 項目 仕様
本体寸法 （W)×（H) ×（D)mm 約26.0（W) × 55.5（H) × 13.0（D)mm
重量 本体 約28.0g
電源 充電池タイプ リチウムポリマー内蔵充電池
充電時間 USBによる充電 約3時間

ディスプレイ
タイプ モノクロ有機EL
解像度 120× 56 pixel

メモリー タイプ NANDフラッシュメモリー

USB
USBストレージクラス 対応
インターフェイス USB 2.0，ミニ端子

オーディオ
周波数特性 20Hz ～ 20KHz
イヤホン出力 （L）17mW +（R）17mW（16Ω） Φ3.5 ミニステレオ端子
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分類 項目 仕様

音楽再生

対応ファイル形式 MP3（MPEG1/2/2.5 Layer3)，WMA，APE，FLAC，WAV
対応レート MP3：８kbps ～ 320kbps，WMA：8kbps ～ 320kbps，FLAC：0～ 8
S/N 比 90 dB
ID3タグ ID3 V1.1，V2.2，V2.3，V2.4

イコライザー プリセット：5種類（通常再生 /Rock/Pop/Classic/Jazz）
その他：IESE

再生モード 通常再生 /1曲リピート /リピート /シャッフル /シャッフルリピート
その他の機能 フェードイン /歌詞表示

FMラジオ

周波数 76.0MHz ～ 108.0MHz
地域 韓国 /アメリカ，日本，ヨーロッパ
アンテナ イヤホンコード
予約録音 対応

録音

録音機能 FM録音，ボイス録音
録音ファイル形式 WMA
録音品質
（サンプリングレート）
（ビートレート）

44kHz

FMラジオ録音：128kbps，ボイス録音：高128kbps/ 中 96kbps/ 低 64kbps

分類 項目 仕様
連続再生時間 音楽 約12時間（MP3，128kbps，Vol20，EQ ノーマル，LCDオフ）
表示言語 言語数 18ヵ国語（中国語は簡体 /繁体）
対応OS Windows※ Windows 7/Windows Vista/Windows XP/Windows 2000
ボリューム ステップ 40

環境条件
動作環境 -5℃～+40℃
保存温度 -20℃～+60℃

※ Vista は 32ビット版対応。 MTP（Media Transfer Protocol）は XP以上対応。
※ iriver plus 3 は、Windows7に対応していません。
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著作権、登録商標、免責事項
著作権
iriver 社は、本書に関するすべての特許権、商標権、文書権、および知的所有権を所有しています。iriver 社の承諾を得ていない場

合は、本書のいかなる部分も複製することができません。違法な方法で本書を利用した場合は、罰せられることがあります。知的所有
物を含むソフトウェア、オーディオ、および動画は著作権法および国際法によって保護されています。ユーザーが本製品によって作成
されたコンテンツを複製または配布する場合、その責任はユーザー自身が負うことになります。本書中の例で使用する会社、組織、製
品、個人、およびイベントは実際に存在するものではありません。iriver 社は、本書を利用して、本製品を特定の会社、組織、製品、
個人、およびイベントに結び付けようとは考えておりません。また、本書の内容から何らかの別の意味を導き出そうとも考えておりま
せん。お客様には、著作権や知的所有権を遵守していただく必要があります。
©1999-2010 iriver Limited. All rights reserved.

登録商標
・Windows 2000, Windows XP, Windows Vista, Windows 7 は、Microsoft Corp. の登録商標です。
・IESETM は、iriver 社の登録商標です。

免責事項
お客様が本製品を誤用したため、あるいは不適切な操作をしたために人身事故や他の損害、偶発的な被害を受けた場合、製造者、輸
入業者、および販売店は、このような損害に対して責任を負いかねます。
本書の情報は現行の製品仕様に合わせて作成したものです。予告なく、仕様を変更することがあります。あらかじめご了承ください。

お客様サポート
製品サポート総合案内 http://www.iriver.jp
iriver のWebサイトの「お客様サポート」には、製品別にQ&A（よくある質問）が用意されています。また、ファームウェア、
ソフトウェア、取扱説明書などの最新版をダウンロードすることもできますので、問題解決にぜひお役立てください。

カスタマーサポート
①製品保証書の記入事項
　本製品のパッケージには、製品保証書が同梱されております。お買い上げの際は必ず販売店より［購入日］と［販売店印］
欄などの記入をお受けください。製品保証書は再発行いたしませんので大切に保管してください。また、製品保証書には保証
規定が記載されていますのでよくお読みください。
②修理をご依頼の前に
　iriver のWeb サイト（http://www.iriver.jp）の Q&A（よくある質問）をよくお読みいただき、それでも解決しない場合
にはアイリバー サポートセンターまでご相談ください。お客様がプレーヤーに録音したファイルの損失ならびに障害につきま
しては、当社では一切その責任を負いかねますのでご了承ください。修理や点検に出す際には必ずバックアップをお願いいた
します。修理や点検のためにプレーヤーが初期化される場合があります。



N15　2010.1.001



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


